
　
現
在
、
秋
田
県
で
は
い
も
ち

病
防
除
に
対
し
て
育
苗
箱
施
用

剤
が
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

長
期
残
効
型
の
育
苗
箱
施
用
剤

は
１
９
９
７
年
頃
か
ら
登
録
さ

れ
始
め
、
い
も
ち
病
に
対
す
る

本
田
で
の
防
除
効
果
は
、
東
北

地
方
で
は
移
植
後
５０
～
６０
日
程

度
（
７
月
上
中
旬
頃
）
ま
で
持

続
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
穂
い

も
ち
ま
で
持
続
的
な
効
果
が
み

ら
れ
る
薬
剤
も
あ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
の
育
苗
箱
施
用
剤
は
、
上

位
葉
の
葉
い
も
ち
の
発
生
を
抑

え
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
穂
い

も
ち
の
発
生
を
軽
減
す
る
間
接

的
な
防
除
効
果
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
秋
田
県
に
お
け
る
い
も

ち
病
の
全
般
発
生
開
始
期
は
７

月
上
旬
で
あ
り
、
育
苗
箱
施
用

剤
は
効
率
的
に
葉
い
も
ち
を
防

除
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
特
に
有
望
な
薬
剤
に

つ
い
て
は
防
除
効
果
や
実
用
性

を
確
認
し
、
県
の
「
農
作
物
病

害
虫
・
雑
草
防
除
基
準
」
に
採

用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
適
用
病
害
虫
、
使
用
方
法
、

成
分
は
非
常
に
種
類
が
多
く
、

　
育
苗
箱
施
用
剤
は
葉
い
も
ち

に
対
し
て
高
い
防
除
効
果
を
示

す
が
、
周
辺
に
い
も
ち
病
が
多

発
生
し
て
い
る
圃
場
が
あ
る
場

の
処
理
量
を
増
や
し
た
薬
剤
の

登
録
が
進
み
、
高
密
度
播
種
苗

移
植
栽
培
に
お
い
て
も
活
用
が

期
待
さ
れ
る
が
、
今
後
十
分
な

実
用
性
の
検
討
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。

⑶
播
種
前
・
播
種
時
処

理
の
薬
害

　
育
苗
箱
施
用
剤
の
中
に
は
播

種
前
・
播
種
時
処
理
専
用
剤
が

あ
り
、
播
種
前
処
理
や
播
種
時

覆
土
前
処
理
方
法
は
培
土
の
種

類
、
出
芽
方
法
、
育
苗
初
期
の

気
象
状
況
に
よ
っ
て
、
苗
の
生

育
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
秋
田
県
で

は
一
部
の
薬
剤
に
お
い
て
、
無

加
温
出
芽
期
間
中
の
低
温
で
出

芽
の
不
揃
い
、
苗
の
葉
の
黄

化
、
根
の
マ
ッ
ト
形
成
阻
害
な

ど
の
薬
害
が
助
長
さ
れ
た
事
例

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

⑷
育
苗
後
作
野
菜

　
水
稲
育
苗
の
後
作
に
野
菜
類

や
花
き
類
を
栽
培
す
る
場
合
に

は
、
後
作
に
薬
剤
の
影
響
が
及

ば
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
育
苗
箱
施
用
剤
を
処
理

す
る
際
に
薬
剤
が
土
壌
に
こ
ぼ

れ
た
り
、
か
ん
水
に
よ
っ
て
下

の
土
壌
に
流
れ
出
た
薬
剤
が
水

稲
育
苗
後
に
栽
培
す
る
作
物
に

吸
収
さ
れ
て
残
留
農
薬
基
準
値

を
超
え
る
事
例
や
生
育
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
事
例
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
施
設
内

で
薬
剤
を
処
理
す
る
時
は
、
予

め
育
苗
施
設
全
面
に
無
孔
シ
ー

ト
な
ど
を
敷
く
こ
と
や
シ
ー
ト

の
継
ぎ
目
に
防
水
テ
ー
プ
を
貼

る
な
ど
、
灌
水
し
た
水
が
ハ
ウ

ス
内
土
壌
に
漏
れ
な
い
よ
う
な

工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

移
植
当
日
処
理
す
る
場
合
は
育

苗
施
設
の
外
で
処
理
し
た
り
、

田
植
え
同
時
施
用
機
を
利
用
す

る
。

て
い
て
も
葉
い
も
ち
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
圃
場
の

見
回
り
は
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
育
苗
箱
施
用
剤
は
育
苗
期

間
中
に
感
染
・
発
病
し
た
苗
を

移
植
す
る
、
い
わ
ゆ
る
罹
病
苗

の
本
田
へ
の
持
ち
込
み
に
対
し

て
は
効
果
が
発
揮
さ
れ
に
く
い

た
め
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
い

も
ち
病
の
持
ち
込
み
が
あ
っ
た

本
田
で
は
早
期
か
ら
い
も
ち
病

薬
剤
の
選
択
に
困
る
場
面
も
多

い
。
現
在
の
い
も
ち
病
防
除
用

の
育
苗
箱
施
用
剤
の
大
部
分
が

耐
性
菌
の
出
現
リ
ス
ク
が
低
い

と
さ
れ
る
抵
抗
性
誘
導
型
の
成

分
で
、
い
も
ち
病
防
除
に
特
化

し
て
い
る
た
め
、
チ
フ
ル
ザ
ミ

ド
（
グ
レ
ー
タ
ム
）
、
フ
ラ
メ

ト
ピ
ル
（
リ
ン
バ
ー
）
や
ペ
フ

ル
フ
ェ
ン
（
エ
バ
ー
ゴ
ル
）
と

い
っ
た
紋
枯
病
防
除
剤
と
の
混

合
剤
が
必
要
に
な
る
場
面
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
育
苗
箱

施
用
剤
は
各
種
殺
虫
剤
と
組
み

合
わ
さ
れ
、
そ
の
種
類
は
非
常

に
多
い
た
め
、
発
生
し
て
い
る

病
害
虫
の
種
類
に
応
じ
た
薬
剤

の
選
択
が
重
要
で
あ
る
。
一

方
、
近
年
発
生
す
る
病
害
虫
が

多
様
化
し
て
き
た
こ
と
や
耐
性

菌
、
抵
抗
性
害
虫
に
対
応
し
た

薬
剤
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
育

苗
箱
施
用
剤
の
選
択
が
よ
り
い

っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
こ
こ
で
は
水
稲
の
重
要
な

病
害
で
あ
る
い
も
ち
病
を
対
象

と
し
た
育
苗
箱
施
用
剤
の
特

徴
、
使
用
上
の
注
意
点
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

育
苗
後
の
野
菜
・
花
き
栽
培
に
は
各
種
対
策
が
重
要

抵
抗
性
や
耐
性
菌
の
発
生
に
留
意
し�

�

適
切
な
薬
剤
選
択
を

水稲病害虫防除
充実する水稲育苗箱施用剤の散布ポイント充実する水稲育苗箱施用剤の散布ポイント

写
真
１　

�

育
苗
期
い
も
ち
病
防
除
の
啓
発
チ
ラ
シ
（
２
０
２
１
年
１
月
秋
田
県
植

物
防
疫
協
会
・
秋
田
県
産
米
改
良
協
会
発
行
）

写真２　�側条施薬装置の薬剤ホッパーに薬剤を
入れている様子

秋
田
県
農
業
試
験
場

�

生
産
環
境
部
　
病
害
虫
担
当

藤
井 

直
哉

合
や
育
苗
箱
施
用
剤
の
効
果
が

低
下
し
始
め
る
時
期
に
発
病
好

適
な
気
象
条
件
が
続
く
場
合
に

は
、
育
苗
箱
施
用
剤
を
使
用
し

が
多
発
し
、
甚
大
な
被
害
を
及

ぼ
す
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
秋
田
県
で
は
種
子
消
毒
に

加
え
て
、
い
も
ち
病
の
伝
染
源

と
な
る
稲
わ
ら
や
籾
殻
を
育
苗

施
設
周
辺
か
ら
撤
去
す
る
な
ど

の
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、
育
苗

初
期
に
ト
リ
シ
ク
ラ
ゾ
ー
ル
剤

や
ベ
ノ
ミ
ル
剤
に
よ
る
苗
の
葉

い
も
ち
防
除
を
推
奨
し
て
い
る

（
写
真
１
）
。

⑴
処
理
時
期

　
播
種
前
に
薬
剤
を
床
土
や
覆

土
に
混
和
す
る
場
合
、
薬
剤
の

効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た

め
に
、
処
理
後
速
や
か
に
は
種

す
る
。

⑵
処
理
方
法

　
剤
型
は
粒
剤
だ
け
で
な
く
、

育
苗
箱
に
灌
注
処
理
で
き
る
水

和
剤
や
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
の
育
苗

箱
施
用
剤
も
市
販
さ
れ
て
い

る
。
粒
剤
の
処
理
方
法
に
つ
い

て
は
播
種
同
時
に
薬
剤
処
理
で

き
る
簡
易
な
装
置
や
乗
用
田
植

機
に
装
着
し
て
田
植
え
同
時
に

育
苗
箱
に
施
薬
す
る
装
置
も
導

入
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
、
近

年
、
普
及
が
拡
大
し
て
い
る
疎

植
栽
培
や
高
密
度
播
種
苗
（
密

播
、
密
苗
）
移
植
栽
培
で
は
、

従
来
の
箱
当
た
り
５０
㌘
施
用
す

る
処
理
方
法
で
は
面
積
当
た
り

の
薬
剤
施
用
量
が
不
足
し
、
本

田
で
の
防
除
効
果
が
低
下
す
る

事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
育
苗
箱
施
用
剤
を
１０
㌃
当

た
り
１
㌔
側
条
施
用
す
る
施
薬

装
置
が
開
発
さ
れ
、
前
述
の
栽

培
様
式
に
お
い
て
も
、
い
も
ち

病
に
対
し
て
安
定
し
た
高
い
防

除
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（
写
真
２
）
。
ま
た
、
側
条
施

用
は
紋
枯
病
に
も
高
い
防
除
効

果
を
示
し
、
い
も
ち
病
と
の
同

時
防
除
が
期
待
で
き
る
（
表

１
、
２
）
。
さ
ら
に
、
種
子
塗

沫
処
理
す
る
薬
剤
や
箱
当
た
り

	

は
じ
め
に

Ⅰ	

育
苗
箱
施
用
剤
の
特
徴

Ⅱ	

育
苗
箱
施
用
剤
を

使
用
す
る
際
の
注
意
点

表1　移植栽培における箱大臣粒剤の側条施用による葉いもち防除効果（2020年　秋田農試）

供試薬剤 処理量 処理時期
処理方法

上位3葉調査 1)

防除価 3)

止葉調査 2)

防除価 3)

発病株率
（%）

株当たり
病斑数（個）

発病株率
（%）

株当たり
病斑数（個）

箱大臣粒剤 1kg/10a 移植時
側条施用 36.0 0.5 95.9 6.3 0.07 94.3 

対）箱大臣粒剤 50g/ 箱 移植時
箱施用 12.7 0.1 99.2 12.7 0.13 89.3 

無処理 100 12.3 77.7 1.22 

表中の数値は3地点調査の平均値
品種：ナツミノリ　移植：5月18日　薬剤処理：5月18日　栽植密度：60株 /坪　使用育苗箱数：17枚 /10a
1） 2020年 8月7日、2）2020年 8月17日、3） 防除価は株当たり病斑数から算出した。

表２　移植栽培における箱大臣粒剤の側条施用による紋枯病防除効果（2020年　秋田農試）

供試薬剤 処理量 処理時期
処理方法

発病株率
（%）

病斑高率
（%）1)

発病株
被害度 2)

全体の
被害度 3) 防除価 4)

箱大臣粒剤 1kg/10a 移植時
側条施用 8.3 50.2 48.8 4.4 92.1 

対）箱大臣粒剤 50g/ 箱 移植時
箱施用 15.0 60.4 65.4 10.2 81.8 

無処理 74.3 66.5 75.4 56.0 

表中の数値は３地点調査の平均値
品種：ナツミノリ　移植：2020年５月18日　薬剤処理：５月18日　調査日、９月15日　栽植密度：60株 /
坪　使用育苗箱数：17枚 /10a
１）発病高率＝最上位病斑高／発病株の草丈、２）発病株被害度＝1.62×病斑高率－32.4
３）全体の被害度＝（発病株被害度×発病株率）/100、４）全体の被害度から算出した。

＜広告企画＞ ２０２１年３月４週号２０２１年（令和３年）３月２４日 ８（第3種郵便物認可）


